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見よ。わたしは新しい事をする。 

今、もうそれが起ころうとしている。 

 

イザヤ書４３章１９節 
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礼拝順序 2021 年１２月 1９日 

ピアノ：赤松眞佐子 姉 オルガン：力丸勝子 師 

司会・メッセージ：山﨑銀次郎 牧師   献身の祈り：小田和栄 姉 

 

祈祷  開会の祈り 

信仰告白 使徒信条・標語聖句唱和 

賛美  新聖歌 76「諸人こぞりて」 

祈祷 ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

祈祷  献身の祈り 

賛美  新聖歌 87「入れまつる家あらず」 

賛美  新聖歌 79「天には栄え」 

聖書朗読 ルカによる福音書 2章 1‐7 節 

説教題  「飼い葉おけは私の心の中に」 

祈祷  御言葉の応答の祈り 

頌栄  「主の祈り」 

祈祷  祝福と派遣の祈り 

 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈り合っていますか 

 



説教要約 

ルカによる福音書 2章 1－7節 

「飼葉桶は私の心の中に」 

 

●大きな神の計画の中 

 国民に住民登録の勅令が出せる（ルカ２：１）と言う事は、ロ

ーマ皇帝が当時の世界の権力を手中に収めている事を端的に表し

ています。ローマの支配下にいる国民の数の把握、正確に税金を

集める為に、人口調査は実施されました。マリヤとヨセフはその

“登録の為”にベツレヘムに行きました。ヨセフはダビデ家の出

身で、ダビデの故郷がユダヤのベツレヘムだからです。この中に、

聖書の大切なメッセージが組み込まれています。聖書はダビデの

子孫から救い主が生まれる事を何百年も昔から預言しています。

（※イザヤ書 11章・ミカ書 5：２）ですから聖書の大切なメッセ

ージとは、表向きには人の計画に見えても、マリヤとヨセフは神

の大きな計画の中に従って進んでいると言う事です。自分の計画

が思うように進まない時、不安や苛立ちを覚えます。しかし神様

は私達一人、一人に対して計画を持っています。それは私達を窮

屈にするものではなく、自由と平安に導く為のものです。神様が

私の為に考えておられる、大きな計画を求めて参りましょう。 

 

●神の言葉は私の生活に満ちる 

マリヤは聖霊によって身重（ルカ 1：35参照）になりましたが、

ルカ 2：６では「月が満ちて」と書いてあります。つまり、聖霊

によって子を宿しましたが、１０カ月の期間を経て母マリアの胎

内を通って出産したことがわかります。人知を超えた神の計画は 

人の生活の只中に現れます。神の御言葉の成就した（イエス様が

生まれた）場所は家畜小屋の飼葉桶です。しかし多くの人がその

事に気付けませんでした。皆、皇帝の命令に応える為に必死だっ

たからです。マリヤとヨセフは平和に満ちたクリスマスを迎えま

した。神の言葉の実現を生活の中で体験したからです。人は見返

りを求めて働きます。しかし思うように帰ってこないと、自己憐

憫や苛立ちに変わります。一切の見返りを求めず、ただ私達に本

当の喜びで“満たす”為に、イエス様はお生まれになりました。

飼葉桶は私達の心の中にあります。私達の為にお生まれになった

イエス様をお祝いしましょう。 

 

●イエスは愛で満たす 

 ルカの福音書の中で、イエス様の誕生に関わった人達はやもめ、

老夫婦、羊飼い達です。この人達は当時、社会的地位が低く、生

産性の低い人達と位置付けられていました。しかし神様はクリス

マスの証人としてこれらの人々を選びました。皆それぞれ、神に

対して敬虔な人と書かれています。つまり、神の変わらない愛を

信じぬいた人達です。ルカの福音書でイエス様は、“失われた人

を探し出して救う為に来た”と言っています。（ルカ 19：10）イ

エス様がこの地上に来られたのは、私達の心をその愛で満たす為

です。聖書が言う、イエス様を知ると言う事は、私達がイエス様

に愛されている事を知る、と言う事です。私達は何かが出来たか

ら、愛されているのではありません。愛されているから、この地

上に生を受けたのです。私達が存在するのは、イエス様の愛を知

り、その愛を伝える為です。私達の為にお生まれになったイエス

様を見上げ、共にお祝いしましょう。 

 


